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【現状における課題】

・大規模施設園芸では生産管理を支援する
ためのシステムを使用することが少ない。

・そのために、管理者の負担が大きく、非
常に苦労している場面が散見される。

・また、管理者の知識や経験といった力量
が生産管理の良否に影響してしまう。



特徴
①生育予測機能による要員数の適正化
②AIによるシフト計画最適化機能
③入力はPC、スマホで容易
④ベンチャーの機動力で安価に提供
⑤計画の確度向上

【課題解決の手段】

生産管理支援システム



大規模施設における
生産管理を

生育予測やAIの活用
により適正化

生産性を１５％向上

人件費を５％低減
売上を１０％上昇

【システム実装のメリット】


